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７つの都市力 

（普遍的な都市の魅力） 

社会経済環境 市民意見・ニード 横須賀の現状 

横須賀が取り組むべき課題 

５ まちの活気 

■ 成長性のある大型企業が立地 
■ 地場の中小企業が元気 
■ 既存の商店街が魅力的 
■ 中心市街地が魅力的 
■ 働く場が多い 

●少子高齢化の進行 
●人口減少社会の到来 
●景気の低迷（世界的な構造不況） 
●雇用環境の悪化 
●資源・原材料の不足・価格高騰 
●食料の不足・価格高騰 
●環境など成長産業への期待 
●高付加価値産業への転換 

●市民○ア：政策優先度１位（経済振興） 
●デパート・商業施設が少ない 
●働きやすい就業環境づくり 
●定住・交流人口増加策の推進 
●訪れたくなる多様なストーリーづくり 
●中小企業の育成支援 
●就労に困らない人材の中長期の育成 
●商店街の自助努力及びその育成支援 

●少子高齢化が顕著 
●若年層の転出人口が多い 
●近年の大型製造業の撤退 
●高付加価値産業への転換が不十分 
●中心市街地の老朽化 
●既存商店街の衰退 
●雇用の場が少ない 
●市民や地域主体のまちづくりに課題 

■集客・定住施策の推進 
■企業誘致の推進 
■中心市街地・拠点市街地の活性化 
■商業集積の促進 
■雇用対策の推進 
■地域の個性を生かしたまちづくり 
 

４ 安全・安心 
■ 災害が少ない 
■ 治安が良い 
■ 防災・防犯対策が充実 
■ 救急医療が充実 
■ 身近な生活環境対策が充実 

●大規模自然災害の増加 
●テロ・感染症などの新たな脅威 
●高水準で推移する犯罪発生件数 
●犯罪の凶悪化 
●生活に身近な犯罪の増加 
●体感治安の悪化 
●食の安全に対する意識の高まり 
●循環型社会に向けた取組みの進展 

●市民○ア：政策優先度 2位（安全・安心） 
●小学○ア：政策優先度 3位（安全・安心） 
●中学○ア：政策優先度 2位（安全・安心） 
●まち全体の治安が悪い 
●米軍、外国人による治安が悪い 
●自助、共助、公助の体制強化 
●インフラ・ライフラインの耐災性向上 
●救急医療、一次救急拠点の強化 

●直下型地震の恐れ 
●風水害に対する不安（台風など） 
●半島という地勢の不安（災害時の孤立） 
●原子力災害に対する不安 
●米軍基地に対する治安面での不安 
●救急医療体制が不十分 
●地域や市民と協力した防災・防犯体制
に拡充の余地 

■大型自然災害への体制整備 
■原子力など人為的災害への体制強化 
■自助・共助・公助の枠組み強化 
■治安に対する不安の改善 
■救急医療の充実 
■廃棄物やゴミ問題等への対策強化 

 

６ 利便性 
■ 市内の交通網が充実 
■ 市外への広域交通網が充実 
■ 仕事・就学の場が近い 
■ 買い物・レジャーの場が近い 
■ 人に優しいインフラが充実 

●地価下落に伴う産業の都心回帰 
●少子化に伴う大学等の都心回帰 
●人口の首都圏一極集中の流れ 
●環境配慮等から公共交通の役割が増加 
●人口減少や高齢社会を見据えた都市機 

能の集約（コンパクト化）が進行 
●高速道路料金の大幅な見直し 
●国内空港の強化・再編の動き 

●市民○ア：政策優先度 7位（都市基盤） 
●小学○ア：政策優先度 5位（交通利便性） 
●小中○ア：住みたくない理由 2位（不便） 
●都心へのアクセスが悪い 
●公共交通機関が充実していない 
●横浜・横須賀道路の通行料が高い 
●交通渋滞解消と道路整備が必要 
●人や自転車も安全な交通環境の整備 

●広域拠点都市としての機能が低下 
●都心まで時間がかかる(首都圏比較) 
●広域的な道路網と鉄道網に課題 
●交通環境の市内格差が課題 
●街中と郊外を結ぶ公共交通網が不十分 
●谷戸地域などに狭隘な道路が多い 
●幹線道路の慢性的な交通渋滞 
●段差など安全性に欠ける道路がある 

■広域的な道路網と鉄道網の整備 
■市内幹線道路と公共交通機関の整備 
■拠点集約型都市の構築 
■老朽化した市街地の機能強化 
■街中居住の推進 
■谷戸地域対策の推進 
 

３ 自然環境 
■ 豊かな自然が残っている 
■ 海・山など自然に親しめる場が充実 
■ 街中に自然に親しめる環境が充実 

●進行する温暖化 
●自然の保全に対する意識の高まり 
●環境負荷の低減に対する意識の高まり 
●一段と普及した家庭レベルの環境配慮 
●脱化石燃料に対する気運の高まり 
●循環型社会に向けた取組みの進展 
●国家戦略で進められる生物多様性 
●世界的に進む水産資源の保護・規制 

●市民○ア：政策優先度 5位（環境対策） 
●小中○ア：政策優先度 1位（自然の保全） 
●豊かな自然環境の保全 
●緑豊かな街なみの保全と環境づくり 
●自然に親しめる公園の整備 
●美しい砂浜・海岸線の保全 
●動植物に配慮した水辺の創出 

●市街地の緑が減少 
●平地が少なく山林の開発が多い 
●環境保全を誘導する開発規制が必要 
●公共施設と民有地の緑化の推進が課題 
●市民への環境教育・啓発の機会が不足 
●動植物が生息する水辺環境が少ない 
●海岸侵食の進行 
 
 

■豊かな山林や海岸の保全・再生 
■市街地の緑の保全・創出 
■低炭素社会の構築 
■新エネルギーへの転換促進 
■生物多様性への取組み推進 
■環境教育・啓発の推進 
 

２ 生涯を過ごす環境 
■ 老後の福祉サービスが充実 
■ 障害者の福祉サービスが充実 
■ 医療機関が充実 
■ 移動にやさしいインフラが充実 
■ 活躍の場や機会が充実 
 

●少子高齢化の進行 
●老人福祉施設への入居待機者の増加 
●高齢者に対する医療費負担の増加 
●介護保険負担の増加 
●介護予防への期待（健康寿命の引上げ） 
●医療機関や医師の不足 
●高齢者が活躍できる場や機会の不足 
●障害者が活躍できる場や機会の不足 

●市民○ア：政策優先度 3位（高齢者福祉） 
●高齢者福祉施設が不足 
●病院などの医療施設が不足 
●高齢者の社会参加支援の推進 
●高齢者の就職支援情報の提供 
●高齢者の就労支援に係る人材確保 
●地域のネットワークづくり 
●介護予防の推進（健康寿命の引上げ） 

●少子高齢化が顕著 
●老年人口比率が高い 
●介護予防に重点を置いた政策が必要 
●高齢者の雇用環境が不十分 
●高齢者の活躍の場が不十分 
●高齢者福祉施設の待機者が多い 
●医療機関と医師の確保が課題 
●障害者の活躍できる場が少ない 

■誰もが生きがいを持てる環境の整備 
■誰もが健康で暮らせる環境の整備 
■障害のない都市基盤づくり 
■医療機関の充実 
■心のバリアフリーの推進 
■市民の活力を生かす仕組みづくり 
 

１ 子どもを育てる環境 
■ 出産環境が充実 
■ 子育てサービスが充実 
■ 教育環境が充実 
■ 小児医療が充実 
■ 防犯対策が充実 

●少子化の進行 
●産婦人科医・小児科医の不足 
●共働き世帯の増加 
●母子・父子家庭の増加 
●保育園や放課後児童施設の要望が増加
●国際的にみた学力の低下 
●不登校・いじめの社会問題化 
●生活に身近な犯罪の増加 

●市民○ア：政策優先度 4位（子育て支援） 
●市民○ア：政策優先度 6位（学校教育） 
●出産場所・産科医の不足 
●保育園待機児童の解消 
●放課後児童対策の推進 
●国際教育の推進 
●スポーツの振興 
●支援教育の推進 

●保育園の待機児童が未解消 
●放課後児童施設の未設置地域がある 
●多様な保育サービスの提供に課題 
●特色ある学校教育に拡充の余地 
●不登校・いじめの発生率が高い 
●学校と地域の連携に拡充の余地 
●学校選択の幅が少ない（私学が少ない） 
●小児医療と医師の確保が課題 
 

■出産環境の充実 
■子育て支援の充実 
■小児医療の充実 
■魅力と特色を生かした学校教育の推進 
■社会性や職業観のある人材の育成 
■支援を要する子どもへの対策 

７ ブランド力 
■ まちの知名度がある 
■ 誇れる歴史・文化がある 
■ 誇れるまち並みがある 
■ 誇れる自然環境がある 
■ 誇れる地場産品がある 

 

 

●画一性から多様性ある社会への転換 
●人口減少社会の到来 
●地方分権改革の進展（団体自治） 
●地域主権型社会への期待（住民自治） 
●高付加価値志向の高まり 
●ブランドづくりによる都市間競争激化 

●中心市街地が汚い 
●中心市街地が街の顔として魅力がない 
●自然環境を生かした観光施策の推進 
●農水産物を生かした観光施策の推進 
●国際色豊かなまちづくりの推進 
●歴史を生かしたまちづくりの推進 
●観光につながるバスの停留所が不足 

●周辺に強力なブランド力を持つ都市がある 
●近代以前の古い歴史遺産に乏しい 
●歴史遺産や観光資源の活用が不十分 
●新たな観光資源の掘り起しが必要 
●都市のアピールが不十分 
●全国ブランドの観光商品が少ない 
●観光資源を巡る周遊ルートが不十分 
●観光資源をつなぐストーリー性が不足 

■強みを生かした都市ブランドづくり 
■都市の魅力の積極的な発信 
■地場産品の掘り起こし・活用 
■観光資源の掘り起こし・活用 
 

【凡例】市民○ア：市民アンケート 小中○ア：子どもアンケート 
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施策別の課題の整理 横須賀が取り組むべき課題 

■集客・定住施策の推進 
■企業誘致の推進 
■中心市街地・拠点市街地の活性化 
■商業集積の促進 
■雇用対策の推進 
■地域の個性を生かしたまちづくり 
 

■大型自然災害への体制整備 
■原子力など人為的災害への体制強化 
■自助・共助・公助の枠組み強化 
■治安に対する不安の改善 
■救急医療の充実 
■廃棄物やゴミ問題等への対策強化 

 

■広域的な道路網と鉄道網の整備 
■市内幹線道路と公共交通機関の整備 
■拠点集約型都市の構築 
■老朽化した市街地の機能強化 
■街中居住の推進 
■谷戸地域対策の推進 
 

■豊かな山林や海岸の保全・再生 
■市街地の緑の保全・創出 
■低炭素社会の構築 
■新エネルギーへの転換促進 
■生物多様性への取組み推進 
■環境教育・啓発の推進 
 

■誰もが生きがいを持てる環境の整備 
■誰もが健康で暮らせる環境の整備 
■障害のない都市基盤づくり 
■医療機関の充実 
■心のバリアフリーの推進 
■市民の活力を生かす仕組みづくり 
 

■出産環境の充実 
■子育て支援の充実 
■小児医療の充実 
■魅力と特色を生かした学校教育の推進 
■社会性や職業観のある人材の育成 
■支援を要する子どもへの対策 

■強みを生かした都市ブランドづくり 
■都市の魅力の積極的な発信 
■地場産品の掘り起こし・活用 
■観光資源の掘り起こし・活用 
 

拠点集約型都市の実現 

地域経済の活性化 

都市ブランドづくり 

地域自治活動の充実 

市民参加の充実 

にぎわいを生むプログラム 地域の拠点ごとに、仕事や学びや生活するための諸機能を集約し、さらに、それぞれ

の拠点間や市外とを交通網で連結した、便利で暮らしやすい「コンパクトシティ」の実現

を目指します。 

大企業や中小企業、各地に点在する商店街の活性化を図るとともに、成長性や雇用

吸収力のある企業の誘致などを進め、持続可能な産業・経済基盤の構築を目指します 

 

地域力を育むプログラム 地域主権型の社会を見据え、市民がまちづくりの主役として市政に参画する社会と、

それぞれの地域が個性や魅力を生かしながら、主役としてまちづくりに取り組む社会の

実現を目指します。 

眠っている地域資源の掘り起こしや、都市の魅力につながる新たなブランドづくり

を進め、「住みたい」と思われる魅力的なまちの環境を整備します。 

学校教育の充実 

子育て支援の充実 

新しい芽を育むプログラム 学力の向上、社会性や職業観の育成など、生きる力をもった次世代を育てるため、特

色のある学校教育を推進します。 

 

だれもが安心して子どもを産み、そして育てることができる環境をつくります。 

 

高齢者・障害者福祉の充実 

防災・防犯対策の推進 

医療体制の充実 

命を守るプログラム 多くの高齢者が、まちを支える現役の力として、仕事や地域活動に生きがいをもって参

加できる地域社会の実現を目指します。 

 

災害や犯罪、身近な事故や病気、老い、障害、差別、暴力などへの対応が行き届い

た、安全で安心して暮らせる地域社会の実現を目指します。 

自然環境の保全・創出 

温暖化対策の推進 

循環型社会の構築 

環境を守るプログラム 最大の魅力といえる「海・山・川・緑」などの自然環境の保全・創出を推進します。 

 

温暖化対策の率先実行や廃棄物に関する取組みの強化など、地球規模の環境問題

に貢献する地域社会の実現を目指します。 
 




